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１ はじめに 

  第４４回四国英語教育研究大会は，新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止となったが，本校が

発表予定であった第３分科会「生徒の学習意欲を伸ばす評価の在り方」について，令和３年度に実践

した内容について報告する。 

２ 学校概要と生徒の状況  

本校には普通科と国際英語科があり，生きた英語に触れる機会の充実を目指し，語学研修や異文化交

流行事等を積極的に行っている。 

生徒はまじめで純朴，学習に対しても意欲的である。授業中の活動や課題の取り組み状況も良好であ

る。国際英語科の生徒は，英語が好きで得意である生徒が多く，意見交換や発表に対しても大変積極的

である。一方普通科の生徒は，控えめで，学習が受動的になりがちである。また，失敗することを恐れ

て，英語で自己表現することに消極的な一面も見受けられる。 

３ 実践 

対象：普通科１年 

内容：学習意欲の向上を目標とするWriting 活動 

英語のテストで良い成績を取ることが英語学習の目標のすべてとなり，真に必要な「コミュニケー

ション能力」の向上が阻まれることがあってはならない。学んだ内容に対して自分なりの考えを持

ち，英語で表現することや，関連する事柄について課題を発見して意見をまとめる等の発展的な学習

を増やすことで，主体的・対話的で深い学びへの意欲を高めたい。また，他者の意見を尊重し，協働

しながら問題解決ができる生徒を育てたい。そのためには，４技能を組み合わせた自己表現活動を工

夫する上で，活動目標とルールの明確な設定および個人・生徒間・教員による評価を行うことが必須

となる。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，ペア・グループ活動，発話活動に制限がある

ことをふまえ，４技能の中から，特に，「書くこと」に重点を置いた自己表現活動とその評価方法に

ついて研究することにした。 

  

（１）生徒アンケート：英語への興味 「書くこと」に対する現状の把握 

   「英語で書くこと」は約６割の生徒が「好き」であると答えている一方，約７割が「苦手」である

と感じている。また，その生徒たちは「書き間違いを恐れて積極的に書けない。」と回答していた。

生徒が「書くこと」に対する苦手意識を払拭するためには，語彙力と構文力の向上を図りながら，

Writing 活動を通して「書くこと＝楽しい」と感じる体験を増やすことが重要である。 
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（２）コミュニケーション英語Ⅰにおける活動 

  ①帯活動として「10-minute writing activity」を実施  

リストの中から自由に Topic を選び，１０分間で５０語程度の英文を書く。（資料１参照） 

                 ↓   

   ペアで用紙を交換する。お互いのWriting を読み，内容について英語での Q&A 活動をする。 

                       ↓ 

   相互評価および自己評価をWriting シートに記入して提出する。→教員が評価を行う。 

 

 自分で Topic を選んで書くことができる，ペアでの意見交換と励ましメッセージの効果もあり，

意欲的に取り組んでおり，字数も増えている。 

 

 

資料１－１ 



 
資料１－２ 



②学年末のパフォーマンステストに活用  

最後の Lesson の内容に関連した Topicについて５０語程度の英文を書く。（資料２参照）    

                       ↓ 

   ALTとのパフォーマンステストで，原稿を見ずに自分で書いた内容を述べる。ALT からの質問に

英語で答える。ALTは，内容や発表の仕方について，評価基準に基づき評価する。 

 

 

資料２－１ 



 

 

資料２－２ 



（３）評価方法 

     a.コミュニケーションへの関心・意欲・態度に特化した評価シート 

      普段の活動において最も頻繁に使用する評価シートである。自己評価項目を意識しながら，

活動に取り組む姿勢が見られる。また，生徒間評価・教員評価にあるひと言をうれしそうに

チェックしている。教員評価は，細かく文法等の間違いを指摘するのは控え，内容に具体性

が伴っているかという点および，語数によって評価することを心がけた。 

 

Evaluation(self)        ◎good   ○so-so  △need to try harder 

１ 間違うことを恐れずに表現できた  

２ 相手にとってわかりやすい内容だ  

３ 辞書を活用した  

４ 習った表現を使ってみた  

５ partnerと質問や意見交換をしながら活動できた  

Evaluation(partner)   ◎good   ○so-so  △need to try harder 

1 自分の考えを表現できていた  

2 わかりやすい内容だ  

3 partnerへ ひと言 コメントを！ 

from 

Evaluation (teacher) 

1 意欲 OK!       Good!           Very good! 

2 内容 OK!       Good!           Very good! 

3 コメント 

 

 

b.パラグラフライティングでの評価シート 

      書き方のルールや語数を場面に応じて設定してワークシートに添付している。自己目標を

立てながらWriting skill の向上に役立てることができている。本校の CAN-DO リストに基

づき，年間を通して一貫性のある指標を用いて，生徒のWriting 力の成長を観察することが

できる。 

Evaluation Checklist SCORE 

Does it have at least （   ） sentences? 3 2 1 

Is the first sentence indented? 3 2 1 

Does it have a clear TOPIC SENTENCE? 3 2 1 

Are all the SUPPORTING SENTENCES related to the TOPIC SENTENCE? 3 2 1 

Are the ideas wrapped up with a good CONCLUSION? 3 2 1 

Are the sentences connected by TRANSITIONS? 3 2 1 

                                                 TOTAL SCORE  



３ おわりに 

  今回の研究は令和３年４月から始めたものであるため，次年度以降も継続して長期的な実践が必要

であり，意欲の向上についての検証はこれから先のこととなる。我々が育てたい生徒は，“knowledge”

を“wisdom” に変えることができる生徒だ。学んだことを生かしながら経験を増やし，視野を広げるこ

とに貪欲であり続けることを，生徒も教員も目指したい。そのためには，日々の英語の授業が持続可能

な英語表現活動であること，生徒同士が励まし合い，積極的に協働する機会を増やすこと，生徒が達成

感を感じられる内容であること，目標と評価につながりを持たせること，CAN-DO リストに基づき，

各学年での到達目標を意識し，指導と評価を段階的かつ継続的に行うことが重要である。意欲の向上を

数値化することは大変難しいが，効果的な教育活動の実践方法と評価のあり方について，今後も試行錯

誤しながら研究したいと考える。 

 


